指定地区内に係る届出対象行為
（浜見平特別景観まちづくり地区の建築物・工作物）
景観形成基準配慮計画記入シート
	申請者

	

	設計者

	

	計画場所

	

	総合
茅ケ崎市景観計画に記載された、良好な景観の形成に関する方針及び景観形成基準に配慮した計画概要について記入してください。
	地域の特性を表現した事項

	
	

	
	

	
	

	
	まち並みとして工夫した事項

	
	

	
	

	
	

	
	外観上（意匠・形態・素材・色彩）配慮した事項

	
	

	
	

	
	

	
	その他配慮した事項

	
	

	
	

	
	

	添付書類チェック欄

	図書の種類
	明記すべき事項

	付近見取図　
	○方位　○道路　○敷地の周辺の状況

	配置図又は外構平面図　
	○方位　○縮尺　○敷地境界線　○建築物等の位置　○道路の位置及び幅員　 ○土地の高低
○各部分の仕上げ　

	平面図（建築物のみ）　
	○方位　○縮尺　○各階の用途・間取り

	立面図　
	○縮尺　○各部分の仕上げ・色彩（マンセル値）・着色  ○露出する建築設備・広告物

	現況カラー写真　2方向以上
	○敷地及び周辺の状況

	緑化平面図　
	○縮尺　○方位　○植栽の位置、本数及び種類

	緑化立面図　
	○縮尺　○植栽の位置、種類及び本数　○建築物等の緑化予定面

	景観模擬実験図面
	○行為完了後の景観が予想できる図面類


方針別配慮基準
1） 記憶を継承する空間づくり
	１　ゆとりのある空間の継承
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○環境空地率を住宅地区①は40％、住宅地区②は30％、住宅地区③、公共公益施設用地、商業施設用地は20％とします。

	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	参照：地区区分と名称
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	２　広場や散歩道など団地の記憶の継承

	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○広場や敷地内通路を計画する際は、現在の広場の位置やみどりのまとまり、歩行者空間のネットワークを活かすよう検討します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○防災時の避難路や既存樹木を保存する観点から、現在の通路や広場の位置及びネットワークを考慮した計画とします。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○住民に親しまれている広場内の遊具などについてもその保存を検討します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	３　富士山への眺望を意識する

	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○富士山が望めることから地区中央部に新たに整備する公園では、富士山や丹沢山地への眺望を楽しめるポイントを整備します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○地区中央の公園に隣接する低層住宅地区における開発は、公園から富士山や丹沢山地への眺望が守られるよう建物の配置や形態を工夫します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○通りや住棟間からの富士山の眺望方向への見通しを意識し、配置計画を工夫します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○左富士通りと南側街区の区画道路沿いに眺望点を設定し、小広場や眺望点を知らせるプレート設置など、眺望点として整備する。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


2） みどりに包まれる生活環境の創出
	１　みどり豊かな環境の創出・継承
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○団地の建替にあたっては、この桜並木を適切に保全し、地域の宝として今後も受け継いでいきます。また、桜並木の道は居住者だけでなく、地域の人が自由に歩くことのできる空間とします。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○既存樹木は現位置による保存を基本とする。大きく育った樹木は、まちかどなどに独立させてシンボルツリーとするなど効果的な活用します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○既存樹木の存在や位置を伝えるプレートや案内板を設けるなど工夫します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○既存の樹木を活用する場合は、住民等の意見を聞きながら保存する樹木を選び、各街区においても同様の取り組みを行います。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○みどり豊かな生活環境を実現するため、緑化率は住宅地区①は25%、住宅地区②は20%、住宅地区③、公共公益施設用地、商業施設用地は15%とする。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○地区周辺のまちや浜見平地区の既存樹木で特徴的なマツなど現在の浜見平地区や周辺地区に根付いている樹木を踏まえて選定します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○「茅ヶ崎市在来種一覧」を参考に地域性や生物多様性を踏まえるとともに、耐潮性や耐風性のある樹木を中心に選定します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○生きものの生息・生育の空間となるように、みどりの質に配慮します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	２　地域に開かれた公園の整備

	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○平時は人々の憩いの場であり、子どもの遊び場として楽しい公園とします。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○空の広がりが感じられる、眺望に配慮したつくりとします。またお祭りや災害時の利用を想定し、芝生広場など大きくとり、周辺地区からの避難時の経路等を考慮して出入り口を整備します。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○左富士通りに面する部分は歩道状空地に植樹し、左富士通りの並木道を連続させます。また、歩道部分と公園部分を一体的に整備し、ゆとりのある歩行者空間とします。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	３　安心できる身近な街区内広場の整備
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○子どもの遊び場として親や居住者等地域の人の目につきやすい場所に整備します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○四季を通じて利用できるような位置に設置し、夏場には緑陰をつくるなど適切に植栽を行います。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○歩道や通り抜け通路とのつながりに配慮した配置とします。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	４　敷地周囲の緑化によるみどりのまち並みの形成
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○道路境界や敷地境界に柵を設置する際はフェンスのみとせず、緑化を行うなど、境界部の緑化に努めます。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○フェンス等の高さはプライバシーに配慮しつつも敷地内外が連続的空間として感じられる高さとします。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○柵やフェンスによらず、厚みのある緑地帯や樹木等の植栽によって緩やかに空間を分けるなど工夫します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○道路との境界部は生け垣やフェンスに緑化したものとするなど、みどりのまち並みを連続させることを意識し、通り沿いや敷地内の緑化に努めます。
	□中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○フェンスなどの柵を設ける場合には、通りからの見え方に配慮し、工作物が目立たないよう緑化を合わせて行うなど工夫します。
	□中高層住宅地区
■低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	５　住民が育てるみどりのまち並み
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○住民が共同管理するコミュニティガーデンなどの空間を積極的に取り入れます。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○広場や公園の一部を活用した花壇づくりなど、地区住民等が手入れのできる空間を整備します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○集合住宅において、共同花壇や家庭菜園など住民が日常的にみどりと関われる空間を整備します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	６　環境共生のまちづくりの推進

	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○ビオトープの整備や雨水等を活用したせせらぎなど生物多様性に配慮した水辺を創出します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○壁面緑化や屋上緑化など建築物の緑化を検討します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○住宅地では雨水浸透ますの設置や太陽光発電など環境に配慮した設備の導入を検討します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○公園などのオープンスペースでは太陽光発電を用いた防犯灯を用いるなど環境に配慮した設備を導入します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


3） シンボル軸にふさわしいまち並みの形成
	１．１　特徴ある並木道の形成
（左富士通り）
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○壁面後退部分（歩道状空地）に落葉高木を基本に列植します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○歩行者にとって高木植栽の足下が邪魔にならないような植栽桝を設置します。また、裸地の露出及び根を保護するため、地被類等でカバーします。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○街路灯、住棟や車両出入口等を考慮しながら列植します。植栽間隔は、８ｍを原則とします。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
□商業施設用地
□道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	１．２　特徴ある並木道の形成
　　（鉄砲道）
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○鉄砲道のヤマモモを活用しながら、みどりの厚みが感じられるように演出します。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○敷地内のイチョウの保全・活用を検討します。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○うっ蒼とした空間にならないように、剪定など適切な管理を行います。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	２　表情のある沿道景観の形成

	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○シンボル軸（鉄砲道と左富士通り）に面して建築物を配置し、沿道住戸の活気やテラスやバルコニーにおけるみどりや潤いなど親しみが感じられるまち並みを形成します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○平面駐車場は沿道性の創出を阻害するため、原則、シンボル軸に面して配置しないよう配慮します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○駐車場の出入口は原則、シンボル軸にとらないものとし、区画道路等からとるよう配置を工夫します。区画道路等に面しない街区等については、出入口の箇所数を極力減らすよう検討します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○歩行者にとって統一感とリズムが感じられるように、壁面縦方向の分節化を行います。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○シンボル軸に共用廊下が面する場合も、壁面の凹凸や材料の切替等により表情に変化を与えます。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○建築物の通りに面した壁面は、低層部(1,2階)、中層部、頂部に分け、バルコニーや壁面のデザインに変化をつけ、通りを印象づけるなど工夫します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○低層部はテラスやアルファルームなどを設置し、歩行者がみどりやライフスタイルを感じられるような工夫を行います。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○歩いている人も潤いや暖かみが感じられるよう、低層部は自然素材などの素材を用います。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○歩行者の目も楽しませるように住民によるバルコニーやテラス部分の緑化と外構の植栽スペースなどによる個性ある沿道のみどりを創出します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


	３　空の広がりを引き立たせる街路景観の形成
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○電線類の地中化や無電柱化を行います。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○地上用変圧器は防護柵やポール類と色彩を合わせるなど目立たない工夫を行います。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○低層住宅地においても原則電線類を地中化し、引き込み柱についても位置や色彩に配慮します。
	□中高層住宅地区
□低層住宅地区
□公共公益施設用地
□商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○防護柵やポール類の色彩は10ＹＲ（黄赤）系の落ちついた色彩とします。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○防護柵等のデザインや色彩は、舗装材料やその他道路に整備する工作物等との調和を図ります。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○信号機・道路標識の色彩は、照明灯や防護柵と同色とするなどまちとしての統一感を持たせます。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○緊急車両の出入口、交差点部等には車止めは、そのデザインや色彩についても同様とします。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	４　特徴あるまちかどづくり
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○交差点部や団地の入口は、建築物のデザイン、低層部のデザイン等を工夫し、まちの入口としてのわかりやすさやまちかどの場所性を印象づけます。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○まちかどにシンボルツリーのある広場をつくり、出会いや溜まりの場となる空間を創出します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
■道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	５　一体的な境界部の処理の工夫
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○鶴嶺八幡宮参道から海への連続性を意識し、浜降祭の神輿道でもあることから、砂っぽい素朴な素材を検討します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○歩道と壁面後退部分が一体的な空間となるように、道路の歩道部と壁面後退部の舗装を同じ素材や色にします。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○舗装材料は、落ち着きのあるものを採用します。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
■道路・緑道
■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


4） 表情豊かなまちづくり
	１　ヒューマンスケールに配慮した建築物のデザイン
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○住棟の中高層部（３階以上）の壁面の長さは原則７０ｍ以内に分棟し、空への見通しが得られるようにします。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○壁面に凹凸などデザインを変化させ、街なみが単調にならないようにします。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○道路のカーブにあわせて住棟配置するなど単調になりがちな街なみに変化をつけます。
	■中高層住宅地区
□低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	２　スカイラインの形成

	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○浜見平地区周辺の主要な眺望点（視点場）から景観模擬実験（シミュレーション）を行い、周辺からの見え方やスカイラインを検証します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○遠景からの建築群としてのシルエットを意識し、頂部をデザインします。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○屋根形状は陸屋根だけでなく、勾配屋根やヴォールト屋根など周辺の戸建住宅地との関係性に配慮した形状を検討します。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○陸屋根においても塔屋部分のデザインの工夫により、スカイラインに変化をつけます。
	■中高層住宅地区
■低層住宅地区
■公共公益施設用地
■商業施設用地
□道路・緑道
□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	３　見られることを意識した屋外階段や共用廊下のデザイン
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○屋外階段は建築物と一体的なデザインとするか、ルーバー等で修景を行います。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○鉄骨階段は設置しません。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○共用廊下及び屋外階段の照明光によりまぶしさを生じさせないよう、夜間の照明計画に配慮します。また照明については、外部に直接光源が見えないよう工夫します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	４　浜見平らしい建築物の色彩の採用
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○基調色においては現在の色彩を継承する明るく穏やかな色彩とします。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○計画する建築物の隣や向かいの建物を意識し、周辺の建築物等との調和に努めます。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○外壁の色彩は基調色、補助色、アクセントカラーの３つに分けて整理し、それぞれにおいてマンセル値による色彩基準を設定することで単調に見えない工夫を行います。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


	５　駐車場の配置と修景
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○駐車場は集約配置に努め、敷地内で歩行者動線と交差させないように配慮します。交通量の多いシンボル軸から駐車場へのアクセスを避け、原則区画道路からアクセスします。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○立体駐車場を整備する場合は通りなどからの見え方に配慮し、駐車場の周囲に植栽を施すか、壁面緑化、屋上緑化等で緑化修景を行います。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○立体駐車場自体のデザインに配慮するなど、存在感の大きい施設への配慮を検討します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○平面駐車場は周囲や駐車スペースの間に中高木等を植えるなど潤いの感じられるものとします。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○機械式駐車場など工作物で地上部にでてくる部分は周囲を植栽やルーバー等で緑化・修景します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○平面駐車場の場合は駐車部分を芝ブロックにするなど緑化に努めます。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○通り沿いの敷地境界部分は生け垣やシンボルツリーにより緑化し、街なみの連続性に配慮します。
	□中高層住宅地区

■低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○戸建住宅地は駐車スペースが通り沿いに配置されるためまち並みの連続性がとぎれがちとなるため、門扉やカーポートをデザインするなど表情づくりに配慮します。
	□中高層住宅地区

■低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	６　設備類・工作物の配置・修景の工夫
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○屋上に冷却塔等の建築設備や工作物は、周辺から目立たないよう修景を行います。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○受水槽施設等はできるだけ建築物内部に設置し、屋外に設置する場合は緑化等により修景します。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○携帯電話のアンテナを設置する場合は色彩や設置場所など景観上の配慮を行います。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○戸建住宅地では小型空調室外機やメーターボックス等は通りから目立たない位置に設置するか、緑化等により修景します。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○ゴミ置場の周囲を緑化等で修景するか、ゴミ置場そのものをデザインするなど通りから目につきやすいゴミ置場について工夫を行います。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	７　まち全体として統一感があり、温かみのある照明デザイン
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○公共と民間が一体となり、統一感のあるまち全体の照明を演出します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○街路灯、園路灯等目的に適した光源を採用し、周辺の照明器具と調和するよう配慮します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○街路灯については、住戸に対して光源が直接入り込まないよう配慮します。
	全てのエリア
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


	８　まちの魅力を伝えるサイン
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○屋上広告物は規模が大きく眺望や通りの景観を阻害するため、設置しないようにします。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

■道路・緑道

■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○壁面設置するサインは地色に彩度の高い色彩を用いるのを避け、切り文字等とします。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

■道路・緑道

■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○自然素材を用い、また海に近い地区として明るく軽快なデザインとします。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

■道路・緑道

■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○商業施設や公共•公益施設など多くの方が利用する施設については、茅ヶ崎市公共サインガイドラインに基づきサインを整備します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

■道路・緑道

■公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	９　工事中でもまちの表情づくりに参加する工夫
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○仮囲いをデザインしたり、壁面緑化を行う、工事の進捗状況が歩行者から見えるよう透明アクリル板を一部用いるなど、通行人や居住者に楽しんでもらえる工夫を行います。
	■中高層住宅地区

■低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	


5） 快適で安心できる歩行者・自転車空間の創造
	１　通り抜け通路の設置
	該当エリア
	はいの場合　　→　　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　　その理由を記入

	○街区内のオープンスペースを確保します。また、地区中央の公園や各街区における広場は災害時には一時的な避難場所となるものとして整備します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○本地区周辺の住民が街区内を通り抜け、それらの公園や広場にたどり着けるよう、歩行者・みどりのネットワーク（通り抜け通路）を整備します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○通り抜け通路は、歩行者の通行に必要な幅員(2m程度)を確保し、原則日常的に地域住民の通り抜けが可能なものとします。また、通路部分は建物などからの離れ距離（両側0.5m以上）を確保します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

□商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	２　敷地内の車路は歩行者及び自転車の安全性を確保する
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○駐車場への進入路は原則シンボル軸である左富士通りと鉄砲道には設けないものとし、区画道路等に確保するよう検討します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○出入口部分は歩行者と運転者の両方に注意を促す工夫をします。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○敷地内の歩車共存道路は、舗装材の工夫やイメージハンプの設置等で車のスピードを軽減させます。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	３　歩行者が安心して歩ける緑道の整備
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○緑道整備は松尾川雨水幹線上部を歩行者空間とし、松尾川雨水幹線が面する街区敷地部分に植栽を行い、緑陰の中を連続して歩くことのできる空間として整備します。
	□中高層住宅地区

□低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

■道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○交差点部は自動車がスピードを落とすよう、イメージハンプ等の設置を検討します。
	□中高層住宅地区

□低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

■道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○自転車が安全で快適に走行出来るような空間整備に向け、自転車道の整備を検討します。
	□中高層住宅地区

□低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

■道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○具体の整備にあたってはワークショップを開催するなど地域住民の意向を取り入れて行います。
	□中高層住宅地区

□低層住宅地区

□公共公益施設用地

□商業施設用地

■道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
	

	４　駐輪場の配置と修景
	該当エリア
	はいの場合　　→　手法・数値・参照図面等記入
いいえの場合　→　その理由を記入

	○駐輪場は建物内に納めたり、「自転車のまち」茅ヶ崎らしい駐輪場のデザインの配慮、緑化による修景を行います。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○駐輪場をシンボル軸沿いに配置する際は、通りからの見え方に配慮します。
	■中高層住宅地区

□低層住宅地区

■公共公益施設用地

■商業施設用地

□道路・緑道

□公園
	□はい　
□いいえ
□該当しない
と判断
	

	○その他配慮した特長などについて記入してください。
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